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台湾は東に中央山脈があり分水嶺になっており、西に平野が広がる。

台湾の川はほとんどが渓流である。そのため○○渓と呼ばれる。濁水渓は中部を流
れる河川で、水量も多い。急流のため、土砂が多く濁っている。ダムを造るには不適で
あった。曾文渓や南部を流れる河川で、阿里山が源。濁水渓と曾文渓の間の平原は
嘉南平原と呼ばれ、9月～4月の乾季には灌漑用の水がなく、灌漑施設が必要であっ
た。濁水渓と曾文渓を水源とする灌漑施設が嘉南大圳(しゅう)である。
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嘉南平原の気候は5月～8月以外は渇水期で殆ど雨が降らない。そのため、農民は飲
み水の入手にさえ苦労を強いられていた。
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嘉南大圳(しゅう)の南端にある台南市の降雨量、気温を東京都と比較したものである。
台南市の降雨が5月～8月に集中している。
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この嘉南平原に灌漑施設を作り、肥沃な農地に変える計画が台湾総督府の事業とし
て計画、実行された。総督府土木技師の八田與一が担当した。この事業は八田與一
技師がいたことで、実現したといってよい。
資金には国庫補助が行われ、帝国議会で審議承認された。当初予算金額4千2百万円
であった。因みに。昭和4年台湾総督府の一般会計15億3千万円であった。
嘉南大圳(しゅう)によって、米・甘蔗の増産が得られ、その金額は、工事費を3年で回収
できる金額であった。
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灌漑水路総延長：1万6千kmに及ぶ。これは地球の赤道長さの40％に相当する長さで

ある。灌漑するための水源は台湾南部渓流である濁水渓、曾文渓、曾文渓の支流で
ある官田渓を使用している。濁水渓は、文字通り土砂を大量に含んだ濁水が常に流れ
ており、ダムで貯水して使用するには不適説と判断され、直接取水。曾文渓・官田渓の
水は烏山頭ダムのダム湖に貯水して利用する。
しかし、トータルの水量でも、15万ヘクタールすべてを水田として、米作を行うには不足
であった。
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トータルの水量でも、15万ヘクタールすべてを水田として、米作を行うには不足である。
ここで、八田は、嘉南平原全ての農民が恩恵を受けられるために、三年輪作方式を立
案し実行した。
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三年輪作をもう少し詳しく見よう。
この新しい方式には当然反対意見がでたが、八田技師がすべて論破した。
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嘉南大圳(しゅう)の全体像を確認しよう。このような給水路、排水路、潮止からなってい
る。南幹線、北幹線の水源は烏山頭ダム（珊瑚潭と呼ばれる）である。
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嘉南大圳(しゅう)の最も主要な施設である烏山頭ダムを見て行こう。珊瑚潭命名者 下
村総務長官
烏山頭ダムは、嘉南平原の東側にある。ダム長さが1273mもあるアースダムである。
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烏山頭ダムの仕様を見て行こう。ほぼ同年代に作られた、村山下貯水池と比較する。
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烏山頭ダムの平面形状を示す。堰堤、取水口、給水路へ水を送り出す送水所、その先
の給水路からなっている。取水口から送水所は隧道で結ばれている。
竣工後約100年経過している現在、新取水口が作られ、発電に使用した後送水される
ように改善されている。
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ダムの断面形状を示す。底辺303ｍ高さ56ｍの三角形で、ダムを構成する土は、大き
さにより図のような分布となるよう計画された。
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大型土木機械の導入で、工期ははるかに小規模な村山下貯水池より短期間である。
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導入した大型土木機械を示す。
八田たちが直接米国に出張し買い付けて来た。
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セミハイドロリック工法の手法。ダム建設地の両側に土砂を運びこみ、内側から射水す
る。射水は位置側に流れる。この水流で土砂の成分は、内側から粘土、シルト、玉石、
栗石分けられて堆積する。
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約20km南の大内庄、曾文渓河川敷でセミハイドロリック工法に適切な土砂があり、採
取。ダンプ貨車にて、工事現場へピストン輸送。
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採取された土砂は現場で貨車からおろされる。これは、工事現場の状況、中央にコン
クリートコアが建設されている。
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運ばれてきた土砂をダンプ貨車からおろして、そこに、内側から水流を当てる。
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射水のためには450馬力のジャイアントポンプが使われた。

21

21



中央部のコンクリートコアには測定用のマンホールが作られた。
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ダム工事にの進行に伴って、粒度分析を行っている。その結果、おおむね計画通りで
ある。
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送水隧道、送水所の状況を見ていきましょう。
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送水ルートはこのようになっている。
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送水鉄管先端部には、流量制御用のニードルバルブが使われた。ニードルバルブを
通った水は、直後のプールにたまり、送水路を流れ、南北分岐点に至る。
次に、この図で見える4本の送水管がどうなっているかを見て行こう。

29

29



ダム幅の中央から、出口までの送水管の状態。隧道内に、2本の内径2.7ｍの鋼鉄送
水管に分けられ、その後、先端にニードルバルを取り付けた内径1.8ｍ送水管6本に分
けられる。（嘉南農田水利会資料）
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6本の送水管は上に4本、下に2本の2段構造になっている。図は片側の3本のみ示して
いる。
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ダムから見た送水所の状況。送水所内に、ここで使用する電力を供給する発電機があ
り、その保護のために、万一に備えて水圧が異常に上がるのを防ぐ平圧塔がある。一
種の噴水に見えて、この場所の風景のポイントになっている。
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嘉南大圳(しゅう)の最も主要な施設の一つである烏山嶺隧道を見ましょう。

曾文渓の水を烏山頭ダム湖（珊瑚潭）に導くための隧道が作られた。この隧道工事は
困難を極めた。
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この工事中、石油系ガスの発生による爆発事故等、が頻々と発生大きな犠牲を出した。

この事故により、一時八田與一技師は、ひどく落ち込み工事をやめようかとも思ったよ
うだが、現地の人々に励まされ、工事を続行。
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現在も1930年竣工時のままである。
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竣工後約100年の現在の嘉南大圳(しゅう)の様子を見て行こう。
烏山頭ダム湖（珊瑚潭）の貯水状況。2023年5月時点で満水時の70％であった。
遠方に、新放流ゲート施設（新送水口）、取水塔が見える。これは直立式で全長
30m, 幅 25.4m, 高 27.5m。1997年に竣工し、取水された水は烏山頭水力発電所を経
由して送水路に送られる。発電所は出力 8.75 kW。また、烏山嶺隧道出口に、2002

年に西口水力発電所を建設、出力 11.52 kWである。
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景勝地になっている。
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送水路の様子。烏山頭ダムを出た水はここで北幹線と南幹線に分けられる。管理事務
所（分岐工作站）がある。
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水の用途は、工業用水、水道用水（自来水）、灌漑用水である。熱帯に属する台南で
は5月にすでに稲が実りつつある。
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現在の烏山頭ダム堰堤上の様子。工事に使われた機関車が保存展示されている。ま
た、水道のための施設、マンホールが見られる。
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送水所の状況。新取水塔から取水し送水されているので、ここは、予備として維持され
ている。正面に見える黄色い丸いものがニードルバルブで、上に4ヶ所、下に2ヶ所設置

されていた。最左側のニードルバルブは取り外されて、新たに建設された八田発電所
への送水官が繋がれており、バルブは近くの公園に展示されている。 送水所左上の
建屋は八田記念館で、八田技師や工事に関係する資料が展示されている。
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2013年には、平圧塔から放水されていた。
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送水所内部には、6個のニードルバルブ開閉機、発電機が並んでいる。
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送水所近くのダム側の送水管状況。竣工時のままである。
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ダム中央から、送水所に足る隧道内部の状況。竣工時のままである。
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新しく新烏山頭隧道が建設された。2020年9月竣工。新烏山嶺隧道工事では、徹底し
た安全管理の元、事故はゼロだった。
画像は2023年5月筆者撮影。
旧隧道工事中の事故による殉職者などを慰霊する為、昭和5年殉工碑（慰霊碑）が建
てられた。
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嘉南大圳(しゅう)工事が終了した昭和5年3月に殉工碑（慰霊碑）が建てられた。その基

部には、八田技師の強い意志により、日本人、台湾人の区別なく一切の差別なく、ダ
ム建設工事中に亡くなった人々の名が、死亡順に刻まれている。
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台湾の人々が大切にしている思想 「飲水思源」
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この飲水思源の思想のもと、毎年、八田技師の命日である5月8日に慰霊祭（現地では
墓前祭という）が欠かさず行われる。写真の3人のうち右端は頼副総統である。左端は
八田技師の孫、日台交流に尽力されている八田修一氏である。
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日本臺灣の多数の関係者が出席する。下段の人物は左側、楊 嘉南農田水利会会長
（当時）、右側、呉副総統(当時）。
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嘉南大圳(しゅう)竣工後、台南市の人々から、さらなる水を求めて、曾文渓上流にダム
を建設する要望が沸き起こった。

総督府はその求めに応じて、曾文ダムの建設適地の調査を行ったが、戦争のため着
工に至らなかった。これは戦後、台湾政府に引き継がれた。
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日米の協力を得て、曾文ダムが1973年完成。総督府計画の場所に建設された。
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上流から見たダム湖。
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ダムには水力発電所が併設されている。発電機は左に見える建物が入口になってい
るトンネルの先にある。
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三年輪作方式は現在、曾文ダムが建設され灌漑に利用できる水量が増えたことにより、
基本的に2年輪作になっている。
これは具体的な計画を表している。
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図にあるように、台湾の水稲生産量の約30％がここで生産されている。
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